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No.144 　令和６年３月 1 日発行　議会だより美里  
小学校統廃合後の利活用について、渋川市役所・前橋市役所へ視察
訪問し、成功した例やかなり厳しいお話も伺ってきました。少しで
もお役に立つよう議員一同頑張ります。

令和５年児玉郡市広域市町村圏組合議会 第４回定例会
令和５年１２月２６日（火）開催

○児玉郡市広域市町村圏組合一般職職員の給与
に関する条例の一部改正

　
　　人事院勧告及び埼玉県人事委員会勧告に準じ、一
般職職員の給料、期末手当及び勤勉手当を改正する
ものです。

○令和５年度一般会計補正予算（第３号）

　補正額　　　　　  2,600万５千円
　補正後の額　43億 9,832万５千円
　　補正予算の内容は、一般職職員の給与に関する条
例の一部改正に伴う職員人件費の補正のほか、債務
負担行為の事項、期間及び限度額を定めるものです。

　（美里町選出議員　田端恵美子・櫻沢克幸）
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美
里
町
が
一
つ
の
小
学
校
に
統
合
し
た
場
合
、
東

児
玉
小
学
校
・
松
久
小
学
校
・
大
沢
小
学
校
が
廃
校

に
な
り
ま
す
。
廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
先
進
地

で
あ
る
渋
川
市
と
前
橋
市
を
訪
問
し
、
説
明
を
受
け

た
後
、
利
活
用
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
貸
出
す
る
に

あ
た
っ
て
事
業
者
等
の
選
考
基
準
や
貸
出
後
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。

　
廃
校
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化
、

町
内
雇
用
の
創
出
、
地
域
住
民
の
交
流
、
防
災
機
能

と
し
て
の
連
携
な
ど
、地
域
へ
の
貢
献
が
重
要
で
す
。

　
渋
川
市
の
旧
上
白
井
小
学
校
で
は
、
渋
川
バ
イ
オ

マ
ス
研
究
所
と
し
て
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

研
究
開
発
拠
点
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
人

員
は
地
元
か
ら
雇
用
し
、
社
会
見
学
な
ど
の

学
び
の
場
や
地
域
交
流
室
も
あ
り
、
２
階
は

災
害
時
避
難
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
前
橋
市
の
旧
嶺
小
学
校
で
は
、イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
M
A
E
B
A
S
I（
英
語
村
）

と
し
て
、
平
日
は
学
校
団
体
向
け
英
語
体
験
、

英
会
話
教
室
向
け
実
践
、
企
業
向
け
職
員
研

修
な
ど
を
行
い
、
土
日
は
日
本
文
化
の
英
語

発
信
、
小
学
生
向
け
英
語
体
験
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
両
市
の
共
通
す
る
取
組
と
し
て
、
市
側
か
ら
の
視

点
、
事
業
者
側
か
ら
の
視
点
に
よ
り
、
徹
底
的
に
討

論
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
採
用
し
、

課
題
の
解
決
策
と
し
て
市
と
事
業
者
に
よ
る
直
接
対

話
を
行
い
、
活
用
案
及
び
公
募
要
項
を
作
成
し
た
う

え
で
事
業
者
の
公
募
を
実
施
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
お
話
を
伺
い
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
廃
校
の
利
活
用
を
検
討
す
る
う
え
で
、
と
て

も
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

廃校の利活用についての研修リポート

於

　群
馬
県
（
渋
川
市
・
前
橋
市
）

広域圏

文
教
民
生
経
済
常
任
委
員
会

　
副
委
員
長　
フ
ジ
タ　
ル
イ
ジ　

渋川市

前橋市


